
氏名／団体名

取扱店 注文数

部

住所 〒

TEL　　　　　　

本体価格20,000円＋税 ISBN 978-4-87168-581-8  C3037
注

　文

　書

映像で見る主体的な遊びで育つ子ども
あそんでぼくらは人間になる 大豆生田 啓友・中坪史典 （編著）

ご注文は、お近くの書店・販売店へ 〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-9
TEL.03-3234-4641 FAX.03-3234-4644ご注文は、お近くの書店・販売店へ 〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-9
TEL.03-3234-4641 FAX.03-3234-4644

 今、注目の映像教材。研修・授業でご活用ください！

評価の高い映像が教材に
テレビ新広島制作の番組「あそんでぼくらは人間になる〜子ども
にとって遊びとは〜」（2012 年放送、ギャラクシー・奨励賞受賞、第 21

回 FNSドキュメンタリー大賞ノミネート作品）に未放映シーンを大幅に追
加して再編集。シーン 9『箱んでハイタワー』は、ユネスコが世
界に配信する保育実践の映像事例の一つに選ばれています。
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プをたぐり寄せて屋根の一番高い所に座り、うれしそうな笑顔を見せるみず
ほ。屋根の上から見下ろした景色はどのようなものだったのか。

 実践の背景

＊ 屋根登りは、もともとは竪穴式住居のように屋根の下で子どもがじっく
りと遊べるようにと想定されて作られた。しかし屋根を登って遊ぶ子ど
もがむしろ多かったため、登って遊ぶ機能をメインにして改良が重ねら
れてきた。屋根も片側のみだったのが両側となり、設置場所も森の近く
の奥まった所から園庭の目立つ場所に移動された。

＊ 屋根の一番高い所まで登るためには、ある程度の高さまで自力で駆け上っ
て、ロープをつかまなければならないようになっている。ロープを使っ
て登れるようになった後は、ロープも何も使わずに駆け上がったり、子
どもたちの間で “爪登り” と呼ばれる、板の隙間に指を入れて登るやり方
など、さまざまなチャレンジを重ねる。

＊ みずほが最上部に達した時、「できたー！」という声を発したのはみずほ
の仲良しのくるみ。この時、くるみはまだ屋根登りを達成できてはいな
いが、友だちの成功に共感する声を上げている。

＊ 屋根の板は雨ざらしの状態で、ささくれや隙間の広がりなどあるために、
日々、職員の手でメンテナンスが行われている。板の打ち付け直しや交
換を行うが、その際、子どもの様子を見ながら、難易度を調節している。

 ストーリー 映像時間 約 3分

園庭の「屋根登り」と呼ばれる大型遊具。次々と屋根の斜面を駆け上がる子
どもと、その様子を見守る保育者がいる。屋根の上から垂れ下がっている長
さの違う2本のロープは、斜面をある程度の高さまで駆け上がらないとつか
むことができないよう、絶妙な長さに調整されている。見事、ロープをつか
む子どももいれば、ロープをつかめずに滑り落ちてしまう子どももいる。

遊具には「きけん　おとながてつだってのぼらせないでください」と注意が
書かれている。「まだ登る力のない子を登らせると危ないんですね。登る力が
育ってきた子は（あの高さは）大丈夫なんです」と園長は語る。

その日も屋根登りに夢中になっている子どもがいた。みずほだ。何度もチャ
レンジをするうちに、助走の力もついて、ロープの高さまであと少しのとこ
ろまで駆け上がることができるようになった。次第に大きくなる保育者や友
だちの声援。後押しもあってついにロープをつかむことができた。大成功。ロー

登ってやる！
シーンシーン2

18 19

 映像スクリプト

ここにある遊具は、ほとんどが手作り。
これは、竪穴式住居をイメージしたものです。
この中で、子どもたちが遊んでくれたらという思いで作ったんですが…。

子ども：「見ててよ～」

（遊具に向かって走り、登ろうとする子どもたち）

子どもたちが夢中になったのは、この遊具の屋根。
いつの間にか子どもたちからは、
「屋根登り」と呼ばれるようになりました。
屋根登りには、長さの違う2本のロープがぶら下がっています。

男の子：「負けてたまるもんか」

（屋根を駆け上がってロープをつかもうとする）

このロープ、子どもたちが届きそうで届かない、
微妙な長さにしてあるんです。

そして、大切な約束があります。
「大人が、手伝っては、いけない」

園長：「まだ、登る力がない子を登らせると危ないんですね。
 登る力が知らないうちに育ってきた子は大丈夫なんです」

上級者になるとご覧の通り。

（ロープにつかまらずに、一気にてっぺんまで駆け上がる男の子）

 議論の視点

①「大人が手伝うこと」の意味を考えてみよう。

　大人が過度に手をさしのべてしまうことで、子どもの遊びと育ちを阻害すること
が少なくない。子ども自らが、主体的に生活し、自らの力を伸ばす遊びにチャレン
ジできるために、「手伝う」ことの意味を捉え直してみよう。

②ロープの長さはなぜあのように設定されているのか考えてみよう。

　挑戦的な活動に子どもが夢中になる時は、「もう少しがんばればできる」という環
境が大切だと言われている。子どもの力を保育者が見極め、「挑む気持ちを促す環境」
「手応えのある環境」という視点を持つことも重要ではないだろうか。

③子どものそばにいる保育者はどのような役割を果たすだろうか？

　保育者がそばにいることで勇気がわく子どもがいる。「できた」瞬間の喜びを共有
する（見ていてくれる）存在は、大きな安心につながり、また次の挑戦につながる
だろう。一方で、一人で取り組むほうがよい場合もあるが、それらの違いはなんだ
ろう？後押しする言葉、具体的に教える言葉、評価する言葉、共感する言葉を挙げ
てみよう。

『映像で見る 主体的な遊びで育つ子ども〜あそんでぼくらは人間になる』大豆生田啓友・中坪史典（編著）
◆本体価格 20,000 円　◆テキスト＝ 152 頁・カラー　◆ DVD ＝保育実践 15 シーン・75 分映像収録　◆上映・貸出可能

▲ DVD メニュー画面

◀ストーリー、実践の背景

▼議論の視点、映像スクリプト

研修・授業で活用できるテキストに
研修・授業での使用を前提に、シーンの詳細を解説しました。
・「ストーリー」（実践、映像の概要）
・「実践の背景」（保育者の意図、前後の出来事などの情報を整理）
・「議論の視点」（授業の中で議論を促す視点、テーマを提案）
・「映像スクリプト」（子どもの発言、保育者の動きの詳細を整理）



 内容構成

 映像（DVD）

シーン１　新入園の頃（約 3 分）

桜美しい新入園の頃、子どもの泣き声があちこ
ちから聞こえる。しょうまもそんな一人…。

＊　＊　＊

シーン 2　登ってやる！（約 3 分）

園庭にある人気の大型遊具「屋根登り」。何度
もチャレンジするみずほがそこにいた。

＊　＊　＊

シーン 3　コマに夢中！（約 3 分）

初めてコマを回せた、笑顔いっぱいのだいき。
次にMyコマGet目指して５回連続に挑戦する。

＊　＊　＊

シーン 4　どろだんごの時間（約 2 分）

園舎裏の軒下には、自然と子どもたちが集まっ
てくる。どろだんご作りの場所だ。

＊　＊　＊

シーン 5　積木の遊びは続く（約 3 分）

さまざまな種類の積木で自由に遊ぶ子どもた
ち。部屋いっぱいに作品が広がっていく。

シーン 6　高さを求めて（約 3 分）

はなみの積木遊びに割り込むりょうた。「りょ
うたくんやめて」とはなみは訴えるが…。

＊　＊　＊

シーン 7　ケンカもいろいろ（約 9 分）

園では日々、さまざまなケンカが見られる。年
少から年長まで、リアルな子どもの姿を追う。

＊　＊　＊

シーン 8　先生の本気運動会（約 3 分）

保育者が真剣に取り組む「本気運動会」。子ど
もたちは熱い声援を送り、そして再現して遊ぶ。

＊　＊　＊

シーン 9　箱んでハイタワー（約 14 分）

創作競技「箱んでハイタワー」の、2 クラスの
試行錯誤を追う。子どもの創造と挑戦の記録。

＊　＊　＊

シーン 10　新記録と涙（約 7 分）

新記録をめぐる涙と成長の物語。ある日、長縄
跳びの新記録が２つ生まれたが…。

シーン 11 宇宙人が来た！（約 3 分）

「宇宙人が来たぞー！」と叫び走る子ども。宇
宙人襲来の噂が園をかけめぐる。

＊　＊　＊

シーン 12 みんなのビール工場（約 4 分）

手押しポンプから砂場に流される水。水面には
ビールのような泡が浮かぶ。砂遊びは続く。

＊　＊　＊

シーン 13 お手伝いも遊び（約 3 分）

園長の砂運びを手伝う子どもたち。その中の一
人ひかるは、重い手押し車を動かそうとする。

＊　＊　＊

シーン 14 たいよう号の行方（約 6 分）

作品展の後、クラスに残った大型作品をどうす
べきかクラス全体の話し合いがはじまった。

＊　＊　＊

シーン 15 自然は友だち（約 9 分）

園内の小自然に敏感に反応する子どもたち。木
の実をとり、虫をとり、季節を感じる。

 テキスト

15 シーン・75 分、シーン選択再生、貸出・上映可

152 頁、カラー
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 議論の視点

①ゆりの涙にはどんな意味があるのだろう？

　この保育者はクラス全体にゆりの「涙」を説明したが、あなたが保育者ならどの
ような解釈をして説明をするだろう。

②新記録を出したあやなの表情から何が読み取れるだろう。

　大記録達成の後のあやなはどのようなことを感じているだろうか。ゆりの涙、他
の友だちの喜びはあやなの目にはどのように見えただろうか。あなたが保育者なら
どんな関わりをするだろう。

③記録を競い合うことについて議論しよう。

　記録を競うことの良い部分と悪い部分、そして保育の中でどう活かすかについて
話し合おう。この実践では、他者の記録と競い合うという相対評価の手法から、一
人ひとりが自分の記録を伸ばそうとする絶対評価の手法に変更されている。その背
景を想像してみよう。

 実践の背景

＊ この園の長縄跳びの記録については、前年に1000回を超える記録が
出て、絶対に破られない不動の記録だと言われていた。しかしこの日は、
ゆりが1702回を達成、そして続けてあやなが記録を塗り替え、1952
回という大記録を達成。まさに奇跡のような一日だった。

＊ この頃、たくさん跳んだ子どもに回数を記録したメダルを渡しており、
子どももそれがうれしく、励みになっていた。ところが、記録を塗り替
えようとする子どもの向上心には際限がないため、少々度が過ぎてもが
んばり続けてしまったり、今回のような出来事が起こったりしたことか
ら、記録の更新や競争を助長しすぎた面や、楽しみの範囲を超えていた
面があったと保育者は判断した。この実践が撮影された直後、話し合い
が持たれ、最高記録に注目するよりも、跳べなかった子どもが跳べるよ
うになることなどに目を向けようということになり、メダル方式を見直
すこととなった。そして、他者の記録と競い合うのではなく、自分が更
新した回数を記録し続けることにより、子ども自身が納得、満足しなが
らこの遊びが続けられるのではないかと、日付と回数を記録できるカー
ドの提案があった。このカード方式は現在も続いているという。

＊ ゆりが部屋に入ったシーンでは、ゆりの後を友だちが追ったことを保育
者は気づいていたが、あえて追うことはしなかった。そのかわり、そっ
とカメラマンに伝えたことであのシーンが撮影された。
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しかし、騒ぎはこれで収まりませんでした。

ゆりちゃんと同じクラスの、年長のあやなちゃんです。

（跳び続けるあやなちゃん）

最初は誰も気づいていなかったんです。

保育者：「600！　1、2、3、4、5、6、……」

跳ぶ数を重ねるうちに、しだいにギャラリーが増えていきます。

保育者：「89、90、91、92、93、94、がんばれよー、
 95、96、97、98、99…、1000！ 1、2、3、……」

あやなちゃん、ついに1000を超えました。

保育者：「まだ、がんばれ。7、8、9、10、11、12、……」

新記録を出したばかりのゆりちゃんも、
あやなちゃんが気になります。

部屋に戻る時間になりました。
それでも、あやなちゃんは跳び続けています。

保育者：「…98、99…。1500よね？」
保育者：「1、2、3、4、5、…」

先生の声と、あやなちゃんの靴音だけが響きます。

2人きりの闘い…。

保育者：「15、16、17、18、…」

 映像スクリプト

寒い日に人気の遊び、長縄跳び。
体があったまるんです。

この園の、長縄跳びの最高記録は、1275回。
不滅の記録と呼ばれています。

＊　＊　＊

保育者：「もう、ゆりちゃんですか？」
ゆり：「もちろん、ゆりです」
保育者：「行きます！」

長縄跳びが大好きな女の子、
年長のゆりちゃんです。

この日、ゆりちゃんが
小さな体で、偉業を達成したのです。

保育者：「タタタタ タンタン ターンターン…♪」

打ち立てた新記録は、1702回。

ゆり：「あのね、足疲れるよ。足しびれてね」
園長：「待つのが大変だな、これな」
男の子：「1時間とか、かかっちゃうよ」
園長：「1時間待ち、ははは（笑）」

新記録の誕生で、長縄跳びが大人気になりました。
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誰もいない教室で、ゆりが一人、もみすり作業（クラスで取り組んでいた米
作りの活動）をしている。そこへ友だちが探しに来て、ゆりに話しかける。
あやなに記録を抜かれたことを嫌だと思うゆりの気持ちを確認しつつ、「自分
が跳びたいと思ったら、がんばればええよ」と励ます。

園庭では、あやなが跳び続けていた。2000の大台が目前に迫ったその時、
長縄が止まった。1952回の大記録達成。額の汗をぬぐうあやな。“時の人 ”
のまわりをみんなが取り囲み、拍手をする。うれしそうな表情のあやな。

クラスのお集まりの時間。ゆりが涙を浮かべているのを、友だちが発見。保
育者は、「悔し涙」は「いい涙」であること、ゆりがいたからあやなががんば
れたのであり、あやなの記録は一人の力で達成されたことではないことを、
子どもたちに向けて話す。

数日後。保育者たちは、長縄跳びにチャレンジした「日付」と「回数」を子
どもが持つカードに記入していた。前回と比較して、跳ぶ回数がいくつ増え
たかがわかるようになっている。

新記録保持者となったものの、とまどい気味のあやな。そこに、ゆりが近寄っ
ていって話しかける。「1000を抜かそう」。ゆりの後ろにあやなが並び、一
緒に跳び始めた。二人での新たな記録へのチャレンジに、あやなの表情もい
つしか明るくなっていた。

 ストーリー 映像時間 約 7分

長縄跳びで遊ぶ子ども。保育者は長縄を回しながら、跳んだ回数を数えている。
引っかかると次の子どもに交代。順番待ちの列ができている。自分の番になっ
たゆりが、笑顔で駆け込んでくる。順調に回数を重ねて、なんと1702回と
いう新記録を達成。友だちから祝福されて、うれしそうなゆり。

子どもたちのチャレンジは続き、今度は、あやなが跳び始める。初めは淡々
と跳んでいたあやなだったが、600回、1000回…と記録が伸び始め、保
育者や友だちの注目が集まる。少し落ち着かない表情のゆり。

自由遊びの時間が終了、園庭は、あやなと保育者の二人だけとなった。まだ
跳び続けているあやな。先ほどゆりが打ち立てた記録を、早くも追い抜きそ
うだとの噂を聞きつけて、クラスの子どもたちが園庭に出てくる。ついに
1700回を超えて、記録更新。その瞬間、ゆりがその場から駆け出す。

新記録と涙
シーンシーン10
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 議論の視点

①ゆりの涙にはどんな意味があるのだろう？

　この保育者はクラス全体にゆりの「涙」を説明したが、あなたが保育者ならどの
ような解釈をして説明をするだろう。

②新記録を出したあやなの表情から何が読み取れるだろう。

　大記録達成の後のあやなはどのようなことを感じているだろうか。ゆりの涙、他
の友だちの喜びはあやなの目にはどのように見えただろうか。あなたが保育者なら
どんな関わりをするだろう。

③記録を競い合うことについて議論しよう。

　記録を競うことの良い部分と悪い部分、そして保育の中でどう活かすかについて
話し合おう。この実践では、他者の記録と競い合うという相対評価の手法から、一
人ひとりが自分の記録を伸ばそうとする絶対評価の手法に変更されている。その背
景を想像してみよう。

 実践の背景

＊ この園の長縄跳びの記録については、前年に1000回を超える記録が
出て、絶対に破られない不動の記録だと言われていた。しかしこの日は、
ゆりが1702回を達成、そして続けてあやなが記録を塗り替え、1952
回という大記録を達成。まさに奇跡のような一日だった。

＊ この頃、たくさん跳んだ子どもに回数を記録したメダルを渡しており、
子どももそれがうれしく、励みになっていた。ところが、記録を塗り替
えようとする子どもの向上心には際限がないため、少々度が過ぎてもが
んばり続けてしまったり、今回のような出来事が起こったりしたことか
ら、記録の更新や競争を助長しすぎた面や、楽しみの範囲を超えていた
面があったと保育者は判断した。この実践が撮影された直後、話し合い
が持たれ、最高記録に注目するよりも、跳べなかった子どもが跳べるよ
うになることなどに目を向けようということになり、メダル方式を見直
すこととなった。そして、他者の記録と競い合うのではなく、自分が更
新した回数を記録し続けることにより、子ども自身が納得、満足しなが
らこの遊びが続けられるのではないかと、日付と回数を記録できるカー
ドの提案があった。このカード方式は現在も続いているという。

＊ ゆりが部屋に入ったシーンでは、ゆりの後を友だちが追ったことを保育
者は気づいていたが、あえて追うことはしなかった。そのかわり、そっ
とカメラマンに伝えたことであのシーンが撮影された。

映像を学びと研修に生かすために〜ビデオカンファレンスのすすめ  ......................................大豆生田 啓友

主体的に遊ぶ子ども─遊びを支える保育者〜かえで幼稚園の実践から私たちが学ぶもの  ....中坪 史典

映像シーン１〜 15 の解説

 ・「ストーリー」（実践、映像の概要）

 ・「実践の背景」（保育者の意図、前後の出来事などの情報を整理）

 ・「議論の視点」（授業の中で議論を促す視点、テーマを提案）

 ・「映像スクリプト」（子どもの発言、保育者の動きの詳細を整理）

無藤 隆 「幼児教育の本質に迫る保育とは」

河邉 貴子 「子どもを理解することからつくられる保育」

秋田 喜代美 「日本の幼児教育の哲学と魅力を照らすプリズムとして」

吉永 早苗 「『子どもにとって難し過ぎず、かといって易し過ぎもしない課題』を考える保育者」

馬屋原 真美 「日本の保育実践を海外や異文化に紹介する可能性」

地蔵堂 充 「ドキュメンタリー『あそんでぼくらは人間になる』はどのように制作されたのか」

中丸 元良 「普通の中にある普遍」


